
https://jukensansuu.org 

 

直線の平行 

 

 下の図は三角形を組み合わせたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）三角形ＡＢＦの面積を求めなさい。 

 

（２）三角形ＤＦＣの面積を求めなさい。 
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直線の平行 （１）
５

６
㎝２ （２）１５㎝２ 

 

（１）図①において○印をつけた角の大きさは３０度です。同位角の大きさが等しいので，ＡＢとＤＥは平

行です。ＤＥの延長線とＢＣの交点をＧとすると，ＡＢとＤＧが平行であることから，●印をつけた角

の大きさは等しくなります。よって，影をつけた三角形ＡＢＦとＤＧＣは相似です。 

 

   図① 

 

 

 

 

 

 

 

   図②において影をつけた三角形ＣＥＧとＣＡＢは６：（６＋４）＝３：５の相似なので，ＥＧの長さ

は２×
３

５
＝１.２（㎝）です。 

 

   図② 
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図③においてあみ目部分の三角形ＤＥＣの面積は６×３×
１

２
＝９（㎝２）です。三角形ＤＥＣと斜線

部分の三角形ＥＧＣの面積の比は６：１.２＝５：１ですから，三角形ＤＧＣの面積は 

９×
６

５
＝１０.８（㎝２）です。三角形ＡＢＦとＤＧＣは２：（６＋１.２）＝５：１８の相似なので，面

積の比は（５×５）：（１８×１８）＝２５：３２４です。よって，三角形ＡＢＦの面積は， 

１０.８×
２５

３２４
＝

５

６
（㎝２）です。 

 

図③ 

 

 

 

 

 

（２）実のところ，（１）は三角形ＡＢＣにおいてＡＦが角の二等分線であることから， 

ＡＢ：ＡＣ＝ＢＦ：ＣＦが成り立つという知識を持っていればあっさりと解くことができます。ただし，

これは受験算数において前提とすべき知識ではありませんから，意図してはいない解法です。（２）は

そういった方法で解いた場合にも，結局は（１）の解説で説明したようなＤＥの延長線ＤＧを考えても

らうための設問です。ＤＧをすでに考えている場合，（２）はあっさりと解くことができます。 

 

   図④において，三角形ＡＢＦの面積は
５

６
㎝２，三角形ＡＢＣの面積は２×５×

１

２
＝５（㎝２）なので，

斜線部分の三角形ＡＦＣの面積は５－
５

６
＝４

１

６
（㎝２）です。三角形ＡＢＦとＤＧＣは５：１８の相似

ですから，高さの比も５：１８です。これは三角形ＡＦＣとＤＦＣの高さの比でもありますから，三角

形ＤＦＣの面積は，４
１

６
×

１８

５
＝１５（㎝２）です。 

 

   図④ 
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